２０２４年度事業報告

特定非営利活動法人
大阪障害者雇用支援ネットワーク

Ⅰ　事業期間
　　　２０２４年４月１日～２０２５年３月３１日
Ⅱ　事業の成果
　　２０２４年度は連携事業部、相談事業部、研修事業部、企業ネット事業部、地域ネット事業部の５
つの事業部で事業活動を行った。
＜連携事業部＞
各事業部と「連携」をとり毎年行っている「障がい者雇用フォーラム」の開催企画、そして「連合大阪、全障協、同友会、大阪労働局、大阪府商工労働部、大阪府福祉部、他のＮＰＯ」などと連携し、社会課題に対しての活動を模索、推進した。
＜相談事業部＞
『はたらく障がい者なんでも相談センター』では、「障がいのある方々ご本人の声をきく」ことを基本とした相談対応と地域資源等との連携を意識した事業を展開し、相談対応件数は２３件となった。今後もホームページ等で事業周知を行い、当法人が障がい者の雇用就業分野に関する様々な団体の集合体であるという強みを活かしながら、障がいのある方々の就労課題と生活課題を連動させた相談支援体制の構築を目指す。
＜研修事業部＞
研修事業部では、教育分野での社会参加の課題や、就業支援や働き続けるための継続支援など、ジョブコーチ養成研修や学生・教育者に向けた研修を実施し、学生を対象に企業見学やインターンシップの機会を提供した。

＜企業ネット事業部＞
２０２４年度は、企業ネット事業部の重要な活動目標の一つである、福祉と企業の交流の機会作りのイベントをレベルアップしていきたい事と、２０２３年に実施した中から出てきた要望を考慮し、各イベントの内容を見直したいと思って取り組んできた。新たな取り組みとして、障害者就労支援交流会では、精神科医でJSN理事長の西浦先生に講演をお願いした。その他のイベントでも参加された皆さんからは好評を得ることが出来た。
＜地域ネット事業部＞
大阪府内の就労系障害福祉サービス事業所の支援員に対して研修を実施する事により、就労支援力を向上させ、地域の事業所に浸透させる事により、地域全体の支援力を向上させる事を目的に、障害者就業・生活支援センター等の就労系関係機関や行政と連携して以下の事業に取り組んだ。
Ⅲ　事業の実施状況
１　特定非営利活動に係る事業
【連携事業部】
（１）働きたい、働く体験がしたい、働き続けたい障がいのある人を応援する多様な人たちへの講演会
〔事 業 名〕２０２４障がい者雇用フォーラム in 大阪
〔内　　容〕
(1) 主催者あいさつ
・連合大阪　会長　田中宏和
・認定ＮＰＯ法人大阪障害者雇用支援ネットワーク　代表理事　奥脇　学
・大阪府 商工労働部 労働政策監　小川　勝
(2)大阪府障がい者サポートカンパニーの集い
「令和5年度 大阪府ハートフル企業顕彰受賞企業の紹介および取り組み発表」
(3)講演1「障がい者雇用において労働組合が果たす役割」
法政大学　現代福祉学部　教授　眞保　智子氏
(4)ディスカッション「障がい者雇用において労働組合が果たす役割と事例」
法政大学　現代福祉学部　教授　眞保　智子氏
日本労働組合総連合会大阪府連合会 副事務局長　澤谷　誓之
大阪障害者雇用支援ネットワーク　代表理事　奥脇　学
〔実施場所〕　國民會館１２階武藤ホール
〔実施日時〕　２０２４年9月２４日（木）　１３：００～１６：３０
〔参加者〕　１２７人
（２）はたらく障がい者への相談キャンペーンの開催（連合大阪との共催）
〔事 業 名〕「はたらく障がい者なんでも相談キャンペーン」
　　　　　　　　　～はたらく障がい者の困り事を解決します～
〔内　　容〕　障害者差別解消法および改正障害者雇用促進法に規定される、採用など雇用の分野で障がい者に対する差別の禁止、合理的配慮の提供の義務づけ、相談窓口の設置など、事業主の対応状況と、働く現場での障がいのある労働者の相談内容の把握と解決に向けて、相談キャンペーンを展開した。
〔実施日時〕　２０２４年9月２６日（木）-２８日（土）全日１１：００～１９：００
〔実施場所〕　認定NPO法人　大阪障がい者雇用支援ネットワーク（エル・おおさか本館４階）
〔事業の対象者〕はたらく障がい者、はたらく意欲のある障がい者とその家族、および障がい者を雇用する事業主
〔相談体制〕　認定ＮＰＯ障害者雇用支援ネットワーク 相談員（相談事業部との連携）
〔周知方法〕　・チラシの作成と連合大阪の街頭行動でのチラシ入りポケットティッシュの配布
　　　　　　　　・ホームページでの告知、連合大阪Facebookへの掲載
　　　　　　　　・Facebookを活用したインターネット広告の配信
　　　　　　　　・各経済団体等への周知
　　　　　　　　・２０２４障がい者雇用フォーラム会場での告知
〔相談対応〕　相談体制：６人（延べ人数）
〔相談件数〕　相談件数：０件
【相談事業部】
〔事 業 名〕はたらく障がい者なんでも相談センター
〔内　　容〕　はたらくことを中心とした生活全般の悩みや不安を抱える本人やその家族の思いに寄り添いながら、相談者と共に課題を整理し解決策を見出す相談支援を実施。また、多くはないが企業や支援機関等から、障がいのある人の雇用や就労支援のあり方について等の相談に対応した。
〔事業の対象者〕障がいのある人とその家族、雇用企業、支援機関など
〔実施方法〕　　大阪障害者雇用支援ネットワーク事務所（エルおおさか４F）
　　　　　　　　　・相談対応時間　　　　　　　　　
　9時～17時　適時対応（相談員が不在の場合は別日に相談対応）

　　　　　　　　　・相談体制
就労支援従事者、生活支援従事者、相談支援従事者等の相談員で対応

〔実施状況〕　　年間相談件数としては61人
〔相談の概況〕
　　１．相談経路
ホームページやインターネットからの相談：50件

予約なしで飛び込み相談：3件

関連機関等（学生ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、就労支援、医療等）から情報提供されて相談：6件
不明：2件
なお継続相談は13件

２．主たる相談方法
当ネットワーク事務所等での対面相談：15件
メールにて相談対応：3件
電話にて相談対応：43件

３．主たる相談者
・障がいのある本人：52件
・家族：9件
・友人、知人：2件

・企業：3件
・施設、福祉事業所：2件

・労働組合：1件

４．障がい種別
・精神保健福祉手帳（発達、てんかん、うつ、統合失調、双極性、高次脳等）：36件
・身体障害者手帳（下肢障がい、視覚、全身性ジストニア等）：6件
・療育手帳：10件
・難病等（多系統萎縮症、膠原病）：2件
・不明、診断のみ：7件
５．主たる支援者

・就労系支援機関（就A、就B、移行、定着）：15件
・就労系相談機関（就ポツ、ハローワーク）：6件

・生活系支援機関（相談支援、居宅、GH）：7件
・専門機関（難病相談ｃ、医療等）：9件
・その他（雇用支援NW、労働組合）：3件
・不在：12件

６．相談時の日中場所
・在宅：8件
・福祉事業所・支援機関に所属（就A、就B、移行）：9件
・企業就労：23件
・その他（専門学校、医療等）：3件

７．相談主訴（内容）
本人からの相談
・これからの就職や生活への不安に関する相談：15件

・就職活動へ向けての相談：4件

・所属する福祉事業所や支援機関による対応への不満：9件
・所属する企業の障がいへの理解や合理的配慮のなさ、パワハラに対しての相談：22件
・入社手続きに関する相談（健康診断書の書き方、契約更新等）：2件
・労働審判中に対するアドバイス：1件

・その他（婚約者への障がい開示、異性支援者への憧れ、家族の勝手な行動等）：3件
家族からの相談
・子の就職活動に見通しがたたないことへの不安：2件
・子が所属する企業でのトラブルや合理的配慮のなさへの不満：7件
・子のこれから働くことになる就職先に対しての不安：1件

企業から相談
・障害特性への対応等相談：1件
・障害者雇用を促進していくための方策について：2件

支援機関（施設、福祉事業所）からの相談
・利用者獲得に向けて：1件
・障害者雇用促進団体の設立へ向けて：1件
労働組合からの相談
・発達障がいのある社員に対しての合理的配慮がない企業への対応：1件

　　　８．主な対応
　　　　　・就労支援機関（就ポツ、能開、移行等）の情報提供：24件
　　　　　・就労支援機関（就労、移行等）への具体的な連絡調整と同行支援：13件
　　　　　・労働行政機関や各種行政機関（苦情窓口、ハローワーク等）の情報提供：6件

　　　　　・就職、就労継続ヘ向けてのアドバイス、助言：21件
　　　　　・就職へ向けての具体的な連絡調整と同行支援：3件
　　　　　・障害特性への合理的配慮へのアドバイス、助言：2件
　　　　　・各種機関、組織（大阪難病医療ﾈｯﾄﾜｰｸ就労相談、視覚支援機関、中小企業家同友会）の
情報提供：3件

　　　　　・生活に関するアドバイス、助言：4件
　　　　　・その他（雇用フォーラムの内容、支援機関との付き合い方等）5件
〔事業の振り返りと課題〕
今年度は障がいのあるご本人とその家族、福祉事業所、企業担当者、労働組合等、例年の3倍近い61人の相談を受けた。相談主訴として特に多かったのが、働いている企業において自身や家族（子）の障がい特性や病気への理解と合理的配慮の乏しさや、同僚や上司からのパワハラ言動、また企業だけはなく所属する支援機関（福祉事業所）における対応への不満や辛さも含めての相談であった。相談をされる方々には地域の支援者が不在であることが多く、一人で悩み解決方法を求めて当相談に辿り着くようだ。まずは地域にある就ポツを情報提供、相談ケースによっては具体的に就ポツへ連絡調整や同行支援を行い相談者と繋ぎ合わせた。

障がいのある方々やその家族が生きるプロセスには、行政、医療、療育、教育、生活、就労、子育て、介護等、多様な支援機関が関わっている。当法人の相談事業はその各分野を横断的にかつ包括的な相談支援としての役割を担っていくことも意識しなければならない。そのためには、障がいのある方々を取り巻く多様な支援の仕組みと連携ができる相談支援事業の展開を模索すること。そして今後も障がいのある方々やその家族の「声をきく」といった権利擁護の視点を大切にした相談支援が重要だ。
【研修事業部】
（１）ジョブコーチ養成研修

「職場適応援助者の育成・確保に関する作業部会」において職場適応援助者の育成や就労支援を担う人材の役割が整理され、新たな資格として「就労支援士」が設けられることとなった。次年度から新しい研修体系への移行に向けて、他の養成研修機関と情報交換を行い、連携強化を図った。

１－１　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（大阪）

〔内　　容〕訪問型および企業在籍型職場適応援助者の養成研修の実施
　〔実施場所〕エル・おおさか、大阪市職業リハビリテーションセンター、実習事業所

　〔定　　員〕第１回　７月　訪問型２５名、企業在籍型２５名
　第２回　11月　訪問型２５名、企業在籍型２５名

〔実施日時〕第１回　２０２４年７月８日（月）～７月１１日（木）、７月２０日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　７月１２日（金）または１９日（金）
　　　　　　第２回　２０２４年１１月１3日（月）～１１月１6日（木）、12月2日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　１１月１７日（金）または１２月1日（金）

〔受講料〕　５６，０００円／１人
〔実施状況〕内訳は下記の通り。

	　
	　
	募集人数
	申込者数
	受講者数
	修了者数

	第１回
(46期)
	訪問型
	25
	24
	25
	25

	
	企業在籍型
	25
	42
	25
	25

	第２回
(47期)
	訪問型
	25
	21
	16
	16

	
	企業在籍型
	25
	36
	31
	31


１－２　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する講習会の開催

〔事業名〕ジョブ・メイト／ジョブ・コンダクター養成事業（アドバンスト研修）
〔実施場所〕エル・おおさか　南館ホール

〔実施日時〕２０２５年３月１４日（金）13：30～17：00

〔受講料〕　４，０００円／１人
〔参加者〕　３３名　　受講生２５名（訪問5名、企業在籍２０名）＋講師・スタッフ8名
〔内　　容〕ジョブコーチ制度・職場適応援助者養成研修についての最新動向有するとともにテーマ別にグループに分かれてディスカッションを行った（テーマ：復職休職支援、面談技法 
　　　　　　事業所内調整、キャリアアップ、キャリア支援）
【行政説明】

「ジョブコーチ制度・職場適応援助者養成研修についての最新動向」
　　　　　　　厚生労働省職業安定局 障害者雇用対策課地域就労支援室室長 安蒜　孝至氏

【グループ討議・演習】

　　　　　　  ① 復職休職支援

② 面談技法 （講義＋ロールプレイ）

③ 事業所内調整

④ キャリアアップ、キャリア支援

１－３　障がいのある人の雇用と就労の推進に関する会議の開催
〔事業名〕全国ジョブコーチ連絡協議会地域交流会議in大阪
〔実施場所〕ドーンセンター

〔実施日時〕２０２５年１月１１日（土）13:30～17:00
〔参 加 費〕年会費　30,000円

〔参 加 者〕３１名
〔内　　容〕厚生労働省障害者雇用対策課地域就労支援室よりジョブコーチ及び資格化に向けた最新の政策の動向について制度説明があり、その後「職場場適応援助者の確保と育成に関する作業部会」主査である大妻女子大学教授の小川氏より作業部会での検討結果についての報告があった。
全国の中で最もジョブコーチの稼働件数が多い大阪のジョブコーチ支援の現状を把握し、より良いジョブコーチ支援のあり方について意見交換を行った。職業センターはじめ、大阪の認定法人7か所、ジョブコーチ養成機関、他の地域で認定法人として活動しているジョブコーチなどからの参加があり、ジョブコーチの支援の質と連携について議論した。　　　　

１－４

〔事業名〕全国ジョブコーチ連絡協議会合同フォローアップ研修
〔実施場所〕ハイブリッド（ドーンセンター＋オンライン）
〔実施日時〕２０２５年１月１２日（日）10:10～16:00

〔参 加 費〕3,000円

〔参 加 者〕９５名（会場３０名+オンライン６５名）

〔内　　容〕全国7か所の養成研修機関からの研修実施報告とともに、各養成研修機関が実施した研修修了者から受講後のジョブコーチ支援の実践報告を行った。
（２）教育分野研修　
　　「ヤマト福祉財団障がい者福祉助成事業」を受け、①支援を要する学生（生徒）が学校在籍中に企業体験等を通じて就労準備性を高めること②卒後就職あるいは就労支援機関等の社会資源につながること③教育機関や家族等が企業就労へのイメージをもち、将来を見据えた進路指導を行えることを目指した。
具体的には、大阪府専修学校各種学校連合会や今までネットワークを構築してきた大学関係者等と連携し、支援を要する学生・生徒及び教職員や家族に向けた研修（「就労準備セミナー」「体験型見学会」「学生インターンシップ」）を実施。学校関係者や家族向けに「出前講座」「学校・保護者と企業をつなぐ懇談会」を実施した。また、義務教育の段階から見通しを持った支援を行うことができるよう、大阪市インクルーシブ教育推進室と連携し、教職員や保護者に向けた就労準備施設（障がい者職業能力開発施設等）の見学等を行った。
更に、希望者には「個別カウンセリング」により伴走的な支援を行った。これらにより３名が就職内定に至った。
２－１　支援を要する学生（生徒）インターンシップ

〔事業名〕学生インターンシップ研修

〔内　　容〕支援を要する学生・生徒のための就職準備研修と企業体験

A：就職準備セミナー

（Ａ-1）就労準備セミナー（定員20名）

準備研修：就活資料準備講座
（履歴書・自己PR書の記載、面接対策、作業体験、スキルチェック）

日　　程：２０２４年　５月～

場　　所：会場（リアル）参加かon-line参加を選択

　　　　　大阪市職業ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ、ネクストステージエイブル
　　　　　サテライト・オフィス平野

対　　象：支援を要する学生（生徒）
実　　績：７名
参加費：無料
　　　　　　　(A-2)「体験型企業見学会」働く現場（企業）の見学と業務体験と視察研修
本人・学校教職員・保護者対象に先進的な企業を視察するとともに、業務体験（簡易体験）を通じた職業的志向分野の確認につなげることを目的に開催した

◎1回目（定員6名）
日　　時：２０２４年7月１６日（火）

場　　所：パナソニックエコシステムズ共栄㈱
参 加 者：学生（大学1名　専門1名、高校2名　高等専修2名）6名
体験内容：軽作業6名

付添（学校２・保護者３）５名、その他４名、スタッフ５名　　計２０名

◎２回目（定員6名）

日　　時：２０２４年９月９日（月）

場　　所：ヤンマーシンビオシス㈱
参 加 者：学生（大学１名　専門1　高校1　支援機関３名）６名
体験内容：事務補助６名

付添（学校２・保護者２・支援機関２）６名、スタッフ３名　　計１５名
◎３回目（定員６名）
日　　時：２０２４年１１月２８日（木）

場　　所：ヤンマーシンビオシス㈱

参 加 者：学生６名（大学４名　高校１名　支援機関１名）
体験内容：事務補助６名

付添（学校４・支援者１）５名、スタッフ６名　　計１７名

◎４回目（定員６名）
日　　時：２０２５年２月１４日（金）

場　　所：パナソニックエコシステムズ共栄㈱
参 加 者：学生（大学２名　高校１名　支援機関３名）６名
体験内容：軽作業６名

付添（学校１・保護者２・支援機関１）４名、スタッフ６名　　計１６名
全体総括：配慮ある企業を見学するだけでなく、簡易な作業体験も行い、実際に働くイメージを本人はじめ家族・教職員に届ける内容とした。作業種は事務補助と作業系を用意。今年は大学・高校の参加が多く、特に学校・保護者と企業をつなぐ懇談会がきっかけで参加した人の多い体験型見学会になった。

(A-3)「企業見学会」義務教育からのキャリア教育
　       　名　　称：「支援を要する児童・生徒の卒後の進路を考えるオンライン社会見学」

　 共　　催：大阪市立中学校教育研究会特別支援教育部・特別支援教育担任者会
　　　　　         大阪市小学校教育研究会特別支援教育部・特別支援教育担任者会

対　　象：小・中学校特別支援学級担任・担当

受講者数：４９名（目標５０名）
　　　　　       小学校教員56％　中学校教員44％　

日　　時：２０２５年２月２６日（水）15：30～17：00

見学企業：大阪市職業指導センター

方　　法：on-line見学会（Web会場・各小中学校）

参加費：無料
　　　　　 スタッフ：大阪市教育員会　インクルーシブ教育推進室　片山課長
小 学 校：佃西小学校小西校長・玉造小学校森石校長・北恩加島小学校紫藤先生・東淡路小学校文珠四郎先生・すみれ小学校石塚先生・苗代小学校岩谷先生・みどり小学校秋間先生
中 学 校：弘済小中学校鹿嶽校長・長吉西中学校大森校長・市岡中学校阿部先生・
淡路中学校菅先生・三稜中学校多久島先生・南港南中学校成冨先生・
新北野中学校鈴木先生
　　　　　 ﾈｯﾄﾜｰｸ  ：研修事業部　井上・脇田・乾・今西・間山・川崎
                 内    容：「就労支援の現状」講義
　　　　　　　　　　      「大阪市職業指導センターの説明、訓練生インタビュー」とon-line見学
アンケート：回収率51％

説明や資料はわかりやすかったか：とても思う72％　思う28％
知識を深められ新たな発見があったか：とても思う72％　思う28％
その他感想や意見
 ・接続がよくなかったのが残念だが、訓練生の生の声が聞けたのがよかった

・オンラインだが現地の実習の様子も映して頂き分かりやすかった
・自立活動で身につけさせたいことが実体験を聞かせていただきよくわかった
・能力開発施設についてきちんと理解していなかったが、大変学びの多い研修会になった。学んだことや情報を周りの職員に伝達して進路選択の一つとして活かしたい
・訓練生が目を輝かせて「手に仕事をつける」ということに意欲をもって取り組んでいる姿が印象的だった。その努力は強みとなって「仕事」として実り、それが自分の自信となっているようにみえた
・今だけでなく近い未来から想像して関わるのが大事だと思った
・訓練生の方の話がとても貴重たった

Ｂ：支援を要する学生インターンシップ

（B-1）「学生インターンシップ登録会・面談会」

企業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）の登録と説明および個別面談

日　　時：1回目　２０２４年　７月２３日（火）午後

　　　　　　　　　　　　　2回目　２０２４年　８月１９日（月）午後

場　　所：1回目　大阪私学会館301・302・303号室
2回目　大阪私学会館301・302・303号室
方　　法：個別で面談（説明と面談）　

定　　員：各回　学生２０名・付添２０名
対　　象：支援を要する学生・生徒と家族・教職員
登録会：無料
　 参加者：1回目学生５名（大学２名・専門学校１名・高等専修１名・既卒１名）
＋付添5名
　　　　　　　           スタッフ６名

　　　　　             ：２回目学生９名（大学３名・専門学校1名、高等専修３名、高校２名）＋付添４名
　　　　　　                   スタッフ１０名
(B-２)「学生インターンシップ」

３～５日間の企業体験（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）

日　　時：２０２４年８月～２０２５年３月

場　　所：経験豊富な以下の企業（面談結果でﾏｯﾁﾝｸﾞ）
・株式会社ダイキンサンライズ摂津（摂津市）
・株式会社ニッセイ・ニュークリエーション（大阪市）
・シャープ特選工業株式会社（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　・クボタワークス株式会社（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　　・株式会社エルアイ武田（大阪市）
　　　　　　　　　　　　　　　・パナソニックエコシステムズ共栄株式会社（門真市）
・第一生命チャレンジド株式会社（大阪市）
・TOYO TIREリファイン株式会社（伊丹市）
・大代ゼンテックス株式会社（大阪市）
・有限会社奥進システム（大阪市）　　　　順不同　以上１０社

目標定員：４０名
実施者数：１7名（大学7名・専門学校４名・高等専修学校４名・高校３名・
既卒１名）
対　　象：支援を要する学生・生徒（高校生以上）

　　　　　　　　　　参加費用：登録料１回１０００円徴収
内　　容：多数のインターンシップの参加者を期待したが、面談説明会は14名、その後5名の追加希望があり、結果的に19名となったが、1名は本人の希望する職種で実習先をマッチングすることができずスキルチェックと企業・ロールモデルとの懇談を実施。1名は実習辞退となり、結果的に、インターンシップは17名となった。学校種別では大学生41.1％、専門学校生23.5％、高等専修学校生23.5％、高校生17.6％の順。特定の繋がりのある大学キャリアセンターからの紹介が多く、1校から複数参加も含まれ、当プログラムが進路の一環となっていることが確認された。17名中３人が企業に内定（インターンシップ企業ではない会社含む）した。また、インターンシップを行った結果、就労移行等の福祉サービスに結びついた学生が2名いた。
Ｃ：学生インターンシップ情報共有会議

大学や専門学校等の学校側の抱える課題を具体的に把握し、学生インターンシップをより有効活用してもらうための意見交換の場として「情報共有会議」を開催。障害者雇用を積極的に行っている企業に会社の現状を報告頂き、その後、学校側の取り組みと現状を報告・意見交換し、連携を深めるきっかけとした。
実施日時：２０２５年1月２４日（金）

場　　所：エル・おおさか南館　南７２号室

参加者数：１５名（目標２０名）
　　　　　　　　　　　　　　　　大阪国際大・四天王寺大・大阪学院大・関西福祉科学大・
東洋学園高等専修学校・東朋高等専修学校
三菱UFJﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱、日本ハムキャリアコンサルティング㈱、合同会社ユー・エス・ジェイ

対　　象：大学キャリアセンター、進路担当者
参加費：無料
スタッフ：６名
内　　容：特に大学では、配慮申請があれば学生・保護者と支援職員が面談する、学生支援センターでキャリアガイダンスを実施する、就労移行支援との連携等、色々な支援体制を整えているが、困っていても相談しない学生や保護者が少なくない。卒業後、在宅にならないために、これらの学生へのアプロ―チが必要であり、その手段として合理的配慮の有効性を知ってもらう等、学校と企業が連携した取り組みの必要性を確認した。
Ⅾ：相談体制の整備「個別カウンセリング」
相談事業部と連動させ、学生インターンシップに参加する学生・生徒・家族や学校教職員に対して専門の相談窓口を開設し、カウンセリングを実施した。各学生・生徒には「個別カウンセリング」を軸にインターンシップを展開し終了後も伴走型支援を行った。
開設日時：月～土曜日(応相談）

対　　応：ｷｬﾘｱｶｳﾝｾﾗｰ・相談支援専門員・精神保健福祉士・社会福祉士・公認心理師等経験豊富な人材

場　　所：当NPO事務所・その他能力開発施設など

実施件数：２１人（延べ３１件）（目標50件）
　　　　　　　　　　　（大学10人・専門学校３人・高校３人・高等専修学校４人・高校中退１人）
２－２　雇用と就業の推進に関する講習会開催

〔事業名〕「就労支援の基礎知識」(出前研修)
［内　　容］就労支援に関する知識やノウハウの少ない一般高校や専修学校・大学・短大に出向き、

就労支援の考え方や進め方など基礎知識についての研修を実施した

［実施場所］中央ＩＴビジネス専門学校（依頼先）
［実施校］１校（目標５校）　「卒後の進路と働く力」　派遣：乾

［実施日時］2025年3月5日（水）
［対　　象］学生・保護者

［費用徴収］無料
２－３　学校や家族が企業就労を身近に捉える活動

〔事業名〕「学校・保護者と企業をつなぐ懇談会」

［内　　容］障がいのある人の雇用管理の経験豊富な会社６社と学校・家族との懇談会。障害者雇用を先進的に行っている企業6社に企業の取り組みを発表頂き、その後、懇談会形式で学校・家族はグループワーク形式で各企業との意見交換を行うことにより、企業就労をより身近に捉えるきっかけづくりを目的とした。
［実施日時］２０２４年１０月２１日（月）午後
［実施場所］エルおおさか南館

［方　　法］リアル型式

［対象者］学校キャリア進路担当者、家族、その他

［参 加 者］教職員14名（大学6名、専修学校4名、専門学校1名、高校２名、その他1名）
家族7名（目標40名）

［参加費］無料
[スタッフ] ７名
[内　　容] 学校と家族のペアでの参加を期待したが、学校側より平等性の観点から特定の家族への声掛けが難しいとの話があり、締め切り直前に会員であるLD親の会を通じて募集したため、家族の参加が少なくなった。アンケートでは、「とても良かった」との声が84％あり、障害枠の雇用について勉強になった、採用の実績や状況を知ることができた等　ただ「直接企業の方と話ができた」ことが一番の収穫となったようである　また、企業側からも「体験実習に家族も参加してもらえたら」等、積極的に見学や実習の受け入れの意見を頂くきっかけとなった

【企業ネット事業部】　
（１）就労支援、定着支援に携わっている方々（就労系福祉事業所、企業の支援担当、学校関係等）を対象に、参加者相互の交流を図る場を設ける

〔事 業 名〕　障害者就労支援交流会

〔内　　容〕　１１月２８日（木）１４：００~１７：００、会場；（株）ダイキンサンライズ摂津
参加人数：３４人
　最初にダイキンサンライズ摂津の会社紹介があり、障がい者の働く職場見学を行った。
見学の後、精神科医でNPO法人大阪精神障害者就労支援ネットワーク理事長の西浦先生から、「精神・発達障害の方の就労と定着―働き続けるために出来る事―」と題して、お話をして頂いた。講演終了後に、短時間でしたがグループディスカッションも行った。参加された皆さんからのアンケートでは、「就労移行事業所(福祉)と企業側とが交流を持てることが非常にありがたく思いました」　等の声があり、次年度も実施したいと思う。
ただし参加者の内、福祉関係からの参加が少なく、次回では参加者募集の方法を考えたいと思う。
（２）企業の新人幹部に関西での障害者雇用に関する情報提供の場を設ける
〔事 業 名〕　企業の新人幹部研修会
〔内　　容〕　１日目；７月４日(木)　大阪市職業リハビリテーションセンター
　　　　　　　２日目；８月２日(金)（株）ニッセイ・ニュークリエーション
　　　　　　　　参加人数；１７人

障害者雇用企業で新しく幹部となられた方を対象に、関西における障害者雇用の社会資源、その他、障害者雇用の現場で役立つ情報を提供し、障害者雇用の拡大と定着に役立てる事を狙いとして実施した。　
１日目は大阪市職業行リハビリテーションセンターで行い、「就ポツの役割」、「就労支援の現状」、「支援の実際と障害特性」、「働き続けるための生活支援」等の講義を受けて頂き、就業支援の現場見学も行った。
２日目は、（株）ニッセイ・ニュークリエーションで行い、職場見学の後、「企業における障害者雇用の考え方」、「障害者雇用の体制」、「障害者雇用のルール」、「障害特性」、「職業的課題」、「障害者の採用」、「定着支援の実例」等の講義を行った。「定着支援の実例」については、ニッセイ・ニュークリエーションの相井部長のこれまでの経験をもとに、実例を挙げながら課題とその対応についてお聞きすることが出来た。
（３）障害者雇用における企業内での支援専門家交流会
〔内　　容〕１０月１８日（金）１３：００～１７：００
　定着支援において活躍されている社会福祉、心理等の国家資格等を有した社員の方に参加して頂き、各会社がどのような取り組みをされているのか交流会を実施し、ノウハウ共有、質の向上を目的として、大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）で開催した。参加された皆さんから、職場での定着について、情報共有が出来て有効であったとの声を頂いている。
　　　　　　参加人数；２０人

（４）障害者リーダー研修会の開催

〔事 業 名〕　障害者リーダー研修会

〔内　　容〕　２０２５年１月１９日、　パナソニック交野（株）(現；パナソニックコネクト交野)
企業で働く障がい者の管理監督職・リーダー層を対象に、指導者・管理者としての基礎的な研修を行った。参加人数は１６名で、身体（肢体、聴覚）、知的、精神の各障がいの方が参加された。講義としては、「コミュニケーションの取り方」、「リーダーとしての心得」、「職場での人権・多様性の尊重」、「勤務管理」、「安全衛生の基本」について座学を行い、パナソニック交野の職場見学も行った。
「勤務管理」、「安全衛生の基本」は、パナソニック交野の新垣社長に担当して頂いた。その思いを込めた講義に対して参加者から多くの質問が出ていた。

　　
（５）ＥＳネットワーク活動の推進と、障害者雇用関係の情報交換を行う会議の開催

〔事 業 名〕　ＥＳネットワーク幹事会議

〔内　　容〕　各イベントの運営についての検討、意見交換。　
参加者の近況、障害者雇用関係の情報交換。
・6月６日；　　２０２３年度事業実績と２０２４年度事業計画について、　　　　　　　　　　　　　新人幹部研修会について
・８月２９日；　新人幹部研修会の実施結果について。企業内支援専門家交流会について。障害者就労支援交流会について。
・１１月７日；　企業内支援専門家交流会について。障害者就労支援交流会について。障害者リーダー研修会について。
・令和７年２月１０日；　障害者就労支援交流会について。
障害者リーダー研修会について。　
２０２５年度事業計画について。

〔参加者〕　　シャープ特選工業(株)、(株)スミセイハーモニー、パナソニックエコシステム共栄(株)、

コクヨＫハート(株)、パナソニック交野(株)、ハスウあいファクトリー(株)

(株)ニッセイ・ニュークリエーション、(株)ダイキンサンライズ摂津

出席事務局：ESネットワーク代表、事業部長、担当理事他
【地域ネット事業部】
〔事 業 名〕 就労移行等連携調整事業
〔事業内容〕　ジョブコーチ等の実務経験のある支援員を対象に、より専門性の高い就労アセスメント力の習得や、障がい者を雇用する企業や地域の支援機関等の社会資源に関する幅広い領域の知識の取得や地域連携の実践などの支援力向上のための研修を実施した。
　　　　　　 最新情報（就労選択支援事業等）を含めて知識の習得のための講義はオンデマンドで配
信することとし、対面研修においては地域課題の共有のためのグループワークを実施
した。
〔スケジュール〕
1回目 ２０２４年８月６日（火）
　　　　　　　　会場　ドーンセンター特別会議室
　　　　　　　　時間　１０：００～１６：１５
　　　　　　　　参加人数　６２名
　　　　　　　　プログラム　
　　　　　　　　 ・講演
　　　　　　　　　　【就労選択支援事業の最新情報】
　　　　　　　　　　　　 厚生労働省障害福祉課　就労選択支援専門官　鈴木大樹氏
　　　　　　　　　　【地域連携・一般就労へのアセスメントについて】
　　　　　　　　　　　　 NPO法人滋賀県社会就労事業振興センター理事長　城貴志氏
　　　　　　　　　　　　 社会福祉法人あすこみっと統括施設長　河尻朋和氏
　　　　　　　　 ・グループワーク①
　　　　　　　　 　　【就労選択支援事業を通じて自身の事業所の就労支援力の向上や地域連携をどのように考えるか】
　　　　　　　　 ・事例報告
　　　　　　　　 　　【就労定着支援の好事例】 社会福法人加島友愛会Link玉城由美子氏
　　　　　　　　 ・グループワーク②
　　　　　　　　　　 【就労定着支援のあるべき姿】
　　　　　　　　２回目　２０２４年１１月８日（金）
　　　　　　　　会場　堺市民芸芸術文化ホール　多目的室
　　　　　　　　時間　１０：００～１６：１５
　　　　　　　　参加人数　５１名
　　　　　　　　プログラム
　　　　　　　　１０：００～１２：００は８月に実施した【就労選択支援事業の最新情報】　　　　　　
　　　　　　　　【地域連携・一般就労へのアセスメントについて】の動画を上映。午後は８月と同じテーマでグループワークを実施。事例報告はクロスジョブ鳳サービス管理責任者　徳谷健氏に報告をいただいた。
　　　　　　　　
３回目　２０２５年２月２６日（水）
　　　　　　　　会場　豊中市立文化芸術センター
　　　　　　　　時間　１３：３０～１６：３０
　　　　　　　　参加人数　５４名
　　　　　　　　プログラム
　　　　　　　　【就労選択支援事業の最新情報】【地域連携・一般就労へのアセスメントについて】の動画を事前に視聴いただき、午後からは１回目、２回目と同じテーマでグループワークを実施。事例報告はすいた障がい者就業・生活支援センター所長　内藤祐輔氏に報告をいただいた。
２　その他の事業（収益事業）　　今年度は実施せず
Ⅳ　社員総会の開催状況
　　第２４回通常総会の開催　

２０２４年５月２５日（土）　正会員出席者数　７９名（うち委任状出席者数　４９名）

（正会員数　１０３名）

２０２３年度事業報告、決算報告、監査報告、２０２４年度全般的執行方針、

２０２４年度事業計画、予算、役員選任
Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況
　〔理事会の開催〕
	回
	開催年月日
	主な付議事項
	出席役員数

	
	
	
	理事
	監事

	１
	２０２４年　４月２０日
	通常総会の進め方
	１０
	０

	２
	２０２４年　５月２５日
	議案書内容の確認・通常総会の次第と進め方
	１０
	１

	３
	２０２４年　６月２２日
	各事業部の進捗
	８
	１

	４
	２０２４年　８月　８日
	各事業部の進捗
	８
	０

	５
	２０２４年１１月　９日
	各事業部の進捗　
	８
	０

	６
	２０２４年１２月　７日
	各事業部の進捗
	９
	０

	７
	２０２５年　３月　３日
	各事業部の進捗
	９
	１

	８
	２０２５年　３月２２日
	各事業部の進捗・総会の進め方
	９
	０


〔定例会の開催〕
主に隔月第３土曜日、会員紹介、各事業部や会員からの報告以外に、講演会などを企画して勉強会や情報交換を行った
　　　　２０２４年４月２０日

情報交換会

　　　　２０２４年６月２２日

講演会　講師　認定NPO法人Rebit　代表　藥師　実芳氏　　　　　　　　　　
　　　２０２４年１１月９日
　　　　　講演会　講師　株式会社エンラボ　　経営企画室／事業推進G　MG牛田　裕也氏
　　　２０２５年３月２２日
　　　　　講演会　講師　株式会社トライアルベネフィット・株式会社トライアルチャレンジド
　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　弘氏
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